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と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

新緑の山岳道とグリーンデー
白山スーパー林道へ（吉野谷村）

主　な　内　容� 白
山
麓
を
代
表
す
る
観
光
資
源
ル
ー
ト
の
一

つ
で
あ
る
白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
を
会
場
と
し
て

開
か
れ
て
い
る「
白
山
グ
リ
ー
ン
デ
ー
」。
今
年

は
五
月
二
十
四
日（
土
）・
二
十
五
日（
日
）の
二

日
間
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

車
輌
専
用
の
山
岳
道
路
で
あ
る
こ
の
ス
ー
パ

ー
林
道
が
開
通
す
る
前
に
、
歩
行
者
天
国
と
し

て
白
山
の
雄
大
な
自
然
と
新
緑
を
肌
で
感
じ
体

験
し
て
も
ら
い
、
白
山
麓
の
良
さ
を
知
っ
て
体

を
癒
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
、

年
々
来
場
者
が
多
く
な
り
、
白
山
麓
の
春
を
代

表
す
る
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

吉
野
谷
村
商
工
会
と
し
て
も
こ
の
行
事
に
青

年
部
と
女
性
部
が
中
心
と
な
っ
て
模
擬
店
で
協

力
し
て
お
り
、
特
に
女
性
部
の
「
手
作
り
ほ
う

葉
め
し
」
は
、
大
変
な
人
気
で
毎
回
、
早
々
に

完
売
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
グ
リ
ー
ン
デ
ー
が
終
わ
る
と
白
山
ス
ー

パ
ー
林
道
は
、
車
輌
専
用
山
岳
道
路
と
し
て
六

月
上
旬
に
開
通
し
、
閉
鎖
さ
れ
る
十
一
月
十
日

ま
で
賑
う
。
一
度
お
い
で
下
さ
い
。

£15年度事業計画……………………（２）

£中小企業再生・事業転換プログラム …（３）

£中小企業景況調査（１～３月）……（４）

£石川県制度金融 ……………………（５）

£平成14年度いしかわベスト店賞 …（６）（７）

£探訪「チャレンジ企業」

サンコー企画㈱：津幡町 …………（８）
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県
連
合
会
は
三
月
二
十
八
日
に

臨
時
総
会
を
開
催
し
、
十
五
年
度

事
業
計
画
、
収
支
予
算
な
ど
に
つ

い
て
決
定
し
た
。

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
企
業

の
再
生
や
事
業
の
再
構
築
、
転
換

に
挑
戦
す
る
中
小
企
業
へ
の
支
援

の
ほ
か
、
商
工
会
合
併
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
使
っ
た
合
併
へ
の
啓
発
、
支

援
、
十
六
年
度
に
開
か
れ
る
女
性

部
全
国
大
会
へ
の
準
備
を
進
め
る

こ
と
な
ど
を
決
め
た
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

固定電話　　から固定電話　　へ�

固定電話　　から携帯電話　　へ�

同一県内の市外通話�

県外への通話�

携帯への通話�

同一県内の市外通話�

県外への通話�県外への通話�

平日昼間� の料金比較�２分あたり�

携帯への通話� 平日昼間� の料金比較�３分あたり�

平日昼間� の料金比較�１分あたり�

通話区分�

隣接～20ｋｍまで�

　　～60ｋｍまで�

　　　60ｋｍ超　�

ひまわりコール�

7.5円�
NTT東日本・西日本�

20円�
20円�
30円�

KDDI�

20円�
20円�
30円�

日本テレコム�

20円�
20円�
30円�

通話区分�

隣接～20ｋｍまで�

　　～30ｋｍまで�

　　　～60ｋｍまで　�

　　　 ～100ｋｍまで　�

　　　 　100ｋｍ超　　�

ひまわりコール�

7.5円�

NTTコミュニケーションズ�

10円�
10円�
20円�
20円�
30円�

KDDI�

10円�
10円�
20円�
20円�
30円�
�

日本テレコム�

10円�
10円�
20円�
20円�
30円�

�

通　話　料�

割　引　率�

ひまわりコール�

60円�
NTTドコモ�

80～100円�

25～40％�

au（KDDI）�

120～150円�
50～60％�

Ｊフォン�

120円�
50％�

全国�
一律�

※「県外への通話」区分で、「マイライン」または「マイラインプラス」に「0038」を登録していただいた場合の登録完了日翌月１日からの料金になります。�

※上記他社料金は2003年02月01日現在の各社一般料金です。�

※上記他社料金は2002年10月01日現在の各社一般料金です。�
　（平日昼間２分（同一県内の市外通話）、平日１分間通話した場合（県外への電話）/割引サービス、付加サービスは含まれておりません）�

今話題のＩＰ中継電話だから、割安で高品質Y�
しかも、電話番号や利用中の機器・サービスはそのままY

お問い合せ・ご加入は、�
最寄の商工会にご連絡ください。�
なお、商品内容等のお問い合わせは、�

ＬＴＳサポートセンター�
（7　0120ー568ー006）�
でも受け付けておりますので、お気軽にどうぞ。�

※県内市外の通話料は、マイライン・マイラインプラスの「県外通話」区分で、�
「0038」をご登録していただいた後の料金です。１分が２分に延長されます�
ので、マイライン・マイラインプラスをご登録されることをお勧めします。�

この記事は、ひまわりコールの概要を説明したものです。�
ご加入に際しては、所定のチラシ・契約約款を必ずご覧ください。�

【
再
生
支
援
】

特
別
相
談
室
を
設
置

「
経
営
安
定
・
再
生
支
援
特
別

相
談
室
（
構
成
員
―
専
門
相
談
員

等
）の
設
置
、企
業
再
生
等
支
援
相

談
会
の
開
催
、
経
営
革
新
支
援
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
等
に
よ
り
、

経
営
改
善
、
経
営
再
建
等
に
取
り

組
む
中
小
企
業
を
支
援
す
る
。

【
広
域
連
携
】

Ｉ
Ｔ
利
活
用
を
推
進

六
ブ
ロ
ッ
ク
（
九
拠
点
）
の
広

域
連
携
指
導
体
制
の
定
着
を
図
る

た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
地
域
産
業
人

材
育
成
事
業（
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
）の

推
進
、
広
域
連
携
担
当
職
員
の
資

質
向
上
支
援
な
ど
、
広
域
指
導
セ

ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
。

【
創
業
・
経
営
革
新
】

創
業
塾
を
開
催

創
業
塾（
短
期
集
中
セ
ミ
ナ
ー
）

の
開
催
、
地
域
産
業
の
製
品
開
発

を
支
援
す
る
「
モ
ノ
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
」（
工
業
試
験
場
に
設

置
）
の
活
用
な
ど
、
創
業
予
定
者

や
経
営
革
新
に
取
り
組
む
企
業
を

支
援
す
る
。

【
産
業
振
興
】

観
光
振
興
策
を
検
討

四
委
員
会
の
活
性
化
及
び
課
題

別
調
査
研
究
の
実
施
、「
商
工
会

観
光
振
興
懇
話
会
」
の
開
催
、
特

産
品
等
の
新
し
い
販
路
開
拓
の
支

援
な
ど
、
商
工
会
地
域
の
地
域
産

業
の
振
興
や
特
色
あ
る
地
域
づ
く

り
を
支
援
す
る
。

【
青
年
部
・
女
性
部
】

女
性
部
全
国
大
会
の
準
備

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
連
携
し
た
「
若

手
後
継
者
等
育
成
事
業
」の
推
進
、

第
七
回
女
性
部
全
国
大
会
「
石
川

大
会（
平
成
十
六
年
度
）」開
催
の

準
備
な
ど
、
青
年
部
・
女
性
部
活

動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
広
域
的

活
動
事
業
の
定
着
化
を
進
め
る
。

【
各
種
共
済
】

共
済
事
業
の
あ
り
方
検
討

共
済
事
業
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
共
済
事
業
運
営
委
員
会
小
委
員

会
を
設
置
し
、商
工
会
の
主
要
事
業

で
あ
る
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
加

入
推
進
並
び
に
共
済
制
度
の
魅
力

化
等
の
検
討
を
行
う
ほ
か
、
共
済

積
立
金
の
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
。

企
業
再
生
・
経
営
安
定
を
推
進

企
業
再
生
・
経
営
安
定
を
推
進�
企
業
再
生
・
経
営
安
定
を
推
進

企
業
再
生
・
経
営
安
定
を
推
進�
企
業
再
生
・
経
営
安
定
を
推
進�

〜
挑
戦
す
る
中
小
企
業
を
支
援
〜�

十
五
年
度
事
業
計
画�



-3-

15.5.1 No. 475

平
成
の
大
合
併

が
進
も
う
と
し
て

い
る
。

石
川
県
の
市
町

村
も
例
外
で
は
な

い
。む
し
ろ
全
国
的

に
見
て
も
ピ
ッ
チ

が
早
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

既
に
県
内
市
町

村
で
は
、
九
つ
の
法
定
合
併
協
議
会

が
設
置
さ
れ
、
い
よ
い
よ
合
併
に
向

け
て
本
格
的
に
動
き
出
し
た
。

現
在
、県
内
に
は
四
十
一
の
市
町
村

（
八
市
二
十
七
町
六
村
）が
あ
る
が
、こ

の
ま
ま
順
調
に
進
む
と
す
れ
ば
、市
町

村
合
併
特
例
法
が
期
限
切
れ
と
な
る

平
成
十
六
年
度
末（
十
七
年
三
月
）に

は
、二
十
市
町（
十
市
十
町
）と
な
る
。

市
町
村
の
数
が
一
挙
に
半
分
以
下

に
な
る
と
い
う
の
は
、
文
字
通
り
平

成
の
「
大
合
併
」
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
れ
だ
け
短
期
間
に
進
む
と
は
思

っ
て
も
見
な
か
っ
た
。

合
併
特
例
債
等
の
ア
メ
が
あ
る
と

は
い
え
、行
財
政
改
革
の
大
波
が
押

し
寄
せ
、そ
れ
を
受
け
容
れ
ざ
る
を
得

な
い
時
代
の
変
革
の
流
れ
を
感
じ
る
。

市
町
村
と
共
に
歩
ん
で
き
た
商
工

会
も
そ
の
流
れ
に
サ
オ
を
さ
す
訳
に

は
い
か
な
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
組
織
が
生
ま
れ

て
四
十
年
あ
ま
り
が
経
過
し
た
商
工

会
も
や
は
り
変
革
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

商
工
会
に
と
っ
て
ど
ん
な
方
向
へ

進
む
か
の
選
択
肢
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
い
ず
れ
市
町
村
の
法
定
合
併
協

議
会
の
動
き
を
み
な
が
ら
商
工
会
と

し
て
ど
ち
ら
に
進
む
か
の
判
断
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
の
判
断
材
料
と
し
て
、

先
般
、
県
連
で
「
商
工
会
合
併
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
ま
と
め
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
商
工
会
の
存

在
意
義
や
役
割
を
あ
ら
た
め
て
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

四
十
年
と
い
う
歴
史
と
実
績
を
ひ

た
す
ら
懸
命
に
積
み
上
げ
て
き
た

「
身
近
な
存
在
と
し
て
の
商
工
会
」

を
残
し
て
い
く
の
か
、
残
す
と
す
れ

ば
ど
ん
な
形
で
、
ど
ん
な
役
割
を
も

た
せ
て
い
く
の
か
。

国
や
県
や
市
町
村
の
補
助
を
受
け

て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い「
商
工
会
」と
い
う
組
織
に

と
っ
て
は
、商
工
会
の
合
併
に
よ
っ
て

も
中
小
企
業
、小
規
模
企
業
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
、今
以
上
に
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、一
方
で
自
主
財
源

も
含
め
て「
財
源
」を
ど
う
確
保
し
て

い
く
か
も
大
変
大
事
な
課
題
で
あ
る
。

県
連
も
商
工
会
あ
っ
て
の
県
連
で

あ
り
、
当
然
な
が
ら
商
工
会
の
変
革

と
軌
を
一
に
し
て
県
連
の
事
業
、
組

織
、
人
員
、
財
源
を
見
直
し
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

商
工
会
合
併
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
是
非

ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

（
石
川
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事
　
大
塚
忠
寿
　
記
）

再生・事業転換をめざす企業を応援しますZ
中小企業再生・事業転換支援プログラム�

県では、平成13年10月
に創設した中小企業再生
支援プログラムを拡充し、
事業の再生に取り組む中
小企業に加え、事業転換
をめざす中小企業に対し
て、経営、金融面等から
総合的に支援を行う「中
小企業再生・事業転換支
援プログラム」をスター
トしました。�
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● �

プログラムの詳細な内容
等に関するお問い合わせ
は、石川県商工会連合会�
（076-268-7300）又は�
石川県商工労働部経営支援
課（076-225-1521）へ�

運営体制・相談体制�

支援メニュー�

・県に中小企業再生・事業転換支援対策室を設置し、支援活動の総括を行います。�
・相談窓口は、商工会（商工会連合会）、商工会議所及び（財）石川県産業創出支援
機構です。�
・経営コンサルタント（商工調停士を含む）、弁護士、公認会計士、金融機関、保
証協会等で構成する支援検討会を設置し、経営改善や事業転換計画の実現可能
性、支援方針等を検討します。�
・プログラムにより支援を受けた企業に対して、２年程度、継続指導を実施します。�

・再生・事業転換支援保証制度（保証限度額１億６千万円、保証期間10年以内）�
・経営安定特別融資制度（融資限度額８千万円、融資期間７年以内）�
・資金繰り支援融資制度【新規】の活用（内容は、本号５ページ参照）�
・事業転換支援融資制度【新規】の活用（内容は、本号５ページ参照）�
・緊急経営支援融資制度の活用（融資限度額８千万円、融資期間７年以内）�
・国のセーフティーネット保証及び貸付制度の活用　など�

【
商
工
会
合
併
】

合
併
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
支
援

市
町
村
の
合
併
に
伴
い
、
商
工

会
同
志
の
合
併
へ
の
取
り
組
み
が

課
題
と
な
り
、
商
工
会
の
合
併
を

進
め
る
地
域
に
対
し
て
、
円
滑
に

進
め
る
た
め
、
商
工
会
の
対
応
や

手
続
き
、
全
国
の
先
進
事
例
な
ど

を
ま
と
め
た
「
商
工
会
合
併
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
よ
る
啓
発
、
支
援
を

行
う
ほ
か
、
新
商
工
会
の
組
織
、

財
政
、
事
業
、
事
務
局
の
体
制
整

備
を
支
援
す
る
。

【
組
織
強
化
】

合
併
に
よ
る
課
題
検
討

商
工
会
合
併
等
に
伴
う
補
助
対

象
職
員
設
置
に
係
る
検
討
、
新
人

事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
定
着
化
な
ど

人
事
に
関
連
す
る
必
要
事
項
や
県

連
合
会
の
あ
り
方
な
ど
の
検
討
、

商
工
会
等
の
変
革
の
た
め
の
全
国

連
の
推
進
す
る
七
つ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
実
施
な
ど
、
商
工
会

等
組
織
強
化
の
推
進
、
行
政
等
へ

の
提
言
、
職
員
の
資
質
向
上
を
推

進
す
る
。

＝
人
事
異
動
＝

﹇
商
工
会
職
員
の
採
用
・
退
職
﹈

▽
根
上
町
　
採
用
　
西
谷
い
ず

み
（
記
帳
指
導
職
員
）
退
職

浜
田
由
美
子
（
記
帳
指
導
職
員
）

▽
津
幡
町
　
採
用
　
福
岡
隆
志

（
経
営
指
導
員
）
退
職
　
加
茂
修

（
経
営
指
導
員
）
▽
高
松
町
　
退

職
　
山
本
貞
枝
（
補
助
員
）
▽

柳
田
村
　
採
用
　
平
浩
美
（
記

帳
指
導
職
員
）

﹇
人
事
交
流
（

）
内
は
前
任
地
﹈

▽
県
連
合
会

飯
山
治
郎
（
森
本
）

▽
森
本

西
村
道
博
（
県
連
合
会
）
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５月から９月まで加入促進運動展開中�５月から９月まで加入促進運動展開中�
みんなで活かす�みんなで活かす�みんなで活かす�

◇１つの掛金で３つの備え�
　この制度は、「貯蓄」「低料金な保険」「融資」の３つを組み合わせた商工会員の�
ための共済制度です。�

□加 入 者　商工会員及びその家族、従業員　　□加 入 期 間　10年・５年�
□被 保 険 者　６歳～70歳　　　　　　　　□掛 　 　 金　１口月額2,000円・2,500円�
□加 入 口 数　被保険者１人10口まで�
■提携金融機関　県下信用金庫　　　　　　　■提携保険会社　ジブラルタ生命保険㈱�

＊詳細についてのお問い合せ、加入申し込みの手続きは地元商工会へ�

商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�

売り上げは、製造業・小売業で回復傾向にある�
しかし、来期以降は不透明�

　中小企業景況調査（１～３月期）�

　
県
下
商
工
会
地
域
に
お
け
る
平

成
十
五
年
一
月
〜
三
月
期
の
景
況

調
査
が
ま
と
ま
っ
た
。�

　
産
業
全
体
を
Ｄ
・
Ｉ
で
み
る
と
、

「
売
上
」は
二
期
連
続
し
て
上
昇
を

続
け
、絶
対
値
で
は
、ま
だ
ま
だ
低

水
準
な
が
ら
前
期
比
で
プ
ラ
ス
四
・

〇
ポ
イ
ン
ト
の
マ
イ
ナ
ス
四
二
・
七

に
ま
で
改
善
さ
れ
た
。し
か
し「
採

算
」は
一
・
四
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て

マ
イ
ナ
ス
五
五
・
六
、「
資
金
繰
り
」

も
二
・
四
ポ
イ

ン
ト
悪
化
し
て

マ
イ
ナ
ス
四
〇
・

六
と
な
っ
た
。

項
目
別
に
み
る

と
「
売
上
」
は
、

製
造
業
・
小
売

業
で
は
各
々
一
六
・

一
ポ
イ
ン
ト
、九
・

八
ポ
イ
ン
ト
と

大
幅
に
改
善
さ

れ
た
が
、
建
設

業
で
は
四
・
二

ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
、

サ
ー
ビ
ス
業
で

は
一
六
・
七
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
悪

化
と
な
っ
た
。�

　
ま
た
、「
採
算
」は
製
造
業
で
四
・

八
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
た
が
、サ

ー
ビ
ス
業
は
九
・
六
ポ
イ
ン
ト
の

悪
化
と
な
っ
た
。建
設
業
・
小
売
業

は
、ほ
ぼ
横
這
い
で
あ
っ
た
。「
資
金

繰
り
」は
、小
売
業
で
は
一
一
・
二
ポ

イ
ン
ト
改
善
さ
れ
た
が
、他
の
業

種
は
全
て
大
幅
の
悪
化
で
あ
る
。�

全
体
と
し
て
み
る
と
、今
期
は
サ

ー
ビ
ス
業
の
悪
化
が
特
に
目
立
っ

た
。�

　
来
期（
四
〜
六
月
期
）は
、産
業

全
体
で
三
指
標
と
も
揃
っ
て
悪
化

し
、特
に「
売
上
」「
資
金
繰
り
」の

低
下
幅
が
大
き
い
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。し
か
し
、サ
ー
ビ
ス
業
だ
け

は
、久
し
ぶ
り
に
上
昇
に
転
ず
る

見
込
み
で
あ
る
。大
い
に
期
待
し

た
い
。�

　
Ｄ
・
Ｉ
＝
企
業
経
営
者
の
景
気

の
見
通
し
を
表
す
指
標
と
し
て
利

用
さ
れ
る
。
算
出
方
法
は
、
売
上

額
（
採
算
・
資
金
繰
り
）
が
好
転

す
る
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
か

ら
悪
化
す
る
と
回
答
し
た
企
業
の

割
合
を
差
し
引
き
し
た
も
の
で
あ

り
、
Ｄ
・
Ｉ
が
プ
ラ
ス
な
ら
強
気

（
楽
観
）、
マ
イ
ナ
ス
な
ら
弱
気

（
悲
観
）、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス

同
数
の
場
合
は
Ｄ
・
Ｉ
は
０
と
な

る
。
こ
こ
で
の
割
合
は
回
収
企
業

に
対
す
る
回
答
割
合
。�

�

50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�採算（経常利益）� 50�

40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

14年�
1～3月期�

4～6月期� 10～12月期�

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�売上額（完成工事額）�

50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�資 金 繰 り�

7～9月期�14年�
1～3月期�

4～6月期� 10～12月期�7～9月期�

14年�
1～3月期�

4～6月期� 10～12月期�

15年�
1～3月期�

15年�
1～3月期�

4～6月期�
（予想）�

15年�
1～3月期�

4～6月期�
（予想）�

4～6月期�
（予想）�

7～9月期�
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「
い
つ
に
な
っ
た
ら
景

気
は
回
復
す
る
の
か
？
」、

多
く
の
経
営
者
か
ら
よ
く

問
わ
れ
る
質
問
で
す
が
、

「
景
気
が
回
復
す
る
見
込

み
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
云

う
の
が
正
直
な
答
え
だ
と

思
い
ま
す
。

政
府
や
民
間
が

予
測
す
る
経
済
見

通
し
は
限
り
な
く

ゼ
ロ
に
近
く
、
仮
に
二
〜
三
％
程
度

の
成
長
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、
そ

れ
で
全
て
の
企
業
の
業
績
が
改
善
さ

れ
、
地
域
の
経
済
が
活
気
づ
く
と
も

到
底
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
先
の
日
本
は
、
少
子
高
齢
化

が
加
速
し
人
口
の
増
加
は
見
込
め

ず
、更
に
は
生
産
拠
点
の
海
外
移
転

を
始
め
と
し
て
、
雇
用
・
流
通
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
市
場
の
拡
大
は
望

む
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
中
で
何
も
せ
ず
、
只
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
て
は
、
い
ず
れ
間
違

い
な
く
淘
汰
の
嵐
に
呑
み
込
ま
れ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。
経
営
者
自
ら
が

知
恵
を
絞
り
、
行
動
す
る
し
か
企
業

が
生
き
残
る
途
は
な
い
の
で
す
。
今
、

改
め
て
自
分
の
周
囲
を
見
回
し
、
自

ら
が
持
つ
知
識
や
技
術
を
活
か
す
工

夫
や
戦
略
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

本
誌
の
三
月
号
「
視
点
」
欄
に
掲

載
が
あ
り
、
他
日
テ
レ
ビ
で
も
報
道

さ
れ
た
東
京
墨
田
区
の
金
属
プ
レ
ス

工
場
の
経
営
者
が
開
発
し
た
直
径

〇
・
二
m/m
の「
刺
し
て
も
痛
く
な
い
」

と
い
わ
れ
る
注
射
針
は
、
金
属
パ
イ

プ
材
を
加
工
す
る
旧
来
の
常
識
を
覆

し
、
薄
板
を
円
筒
状
に
丸
め
て
成
形

す
る
方
法
を
考
え
、
先
端
部
分
を
絞

り
込
む
事
を
可
能
に
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

勿
論
、
こ
れ
の
製
品
化
ま
で
の
過

程
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
や
試
行

錯
誤
が
繰
り
返
さ

れ
た
事
で
し
ょ
う
が
、
何
よ
り
も
自

ら
が
脈
々
と
し
て
培
っ
て
来
た
技
術

を
信
じ
、
新
し
い
分
野
へ
も
果
敢
に

挑
戦
す
る
姿
は
、
物
づ
く
り
に
携
わ

る
企
業
に
と
っ
て
、
大
い
に
学
ぶ
べ

き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
県
連
合
会
嘱
託
専
門
指
導
員

赤
丸
　
義
郎
）

技
術
を
活
か
す
工
夫
を

経営一口講座
石
川
県
で
は
、
中
小
企
業
の
円

滑
な
資
金
調
達
に
資
す
る
た
め
、

新
た
な
制
度
の
創
設
と
既
往
制
度

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

創
設
さ
れ
る
融
資
制
度

●
事
業
転
換
支
援
融
資

﹇
融
資
対
象
﹈

他
事
業
へ
の
転
換
・
多
角
化
を

図
る
者

﹇
融
資
限
度
額
﹈

五
千
万
円
（
特
認
二
億
円
）

﹇
融
資
利
率
﹈

一
・
五
〇
％（
付
保
一
・
〇
〇
％
）

●
資
金
繰
り
支
援
融
資

﹇
融
資
対
象
﹈

県
制
度
融
資
の
保
証
付
き
既
往

借
入
金
の
借
換
等
に
よ
り
資
金
繰

り
の
改
善
を
図
る
者

﹇
融
資
限
度
額
﹈

八
千
万
円（
特
認
二
億
八
千
万
円
）

﹇
融
資
利
率
﹈

一
・
七
五
％
（
付
保
必
須
）

改
正
さ
れ
る
融
資
制
度

●
創
業
者
支
援
融
資

・
自
己
資
金
要
件
の
緩
和
等

﹇
一
般
分
﹈

開
業
前
…
自
己
資
金
１
／
４
必
要
　

→

　
１
／
５
必
要

開
業
後
…
自
己
資
金
１
／
４
必
要

→

　
自
己
資
金
不
要

﹇
特
別
分
﹈

開
業
後
…
自
己
資
金
同
額
必
要

→

　
自
己
資
金
不
要

・
中
高
年
齢
者
創
業
支
援
分
の
取

扱
期
間
の
延
長

平
成
十
五
年
三
月
末

→

　
平
成
十
六
年
三
月
末

●
経
営
安
定
特
別
対
策
融
資

・
融
資
限
度
額
の
引
き
上
げ

五
千
万
円
　→

　
八
千
万
円

●
緊
急
経
営
支
援
融
資

①
取
扱
期
間
の
延
長

平
成
十
五
年
三
月
末

→

　
平
成
十
六
年
三
月
末

②
融
資
限
度
額
の
引
き
上
げ

五
千
万
円
　→

　
八
千
万
円

●
償
還
猶
予
制
度

取
扱
期
間
の
延
長

平
成
十
五
年
三
月
末

→

　
平
成
十
六
年
三
月
末

施
行
日
は
平
成
十
五
年
四
月
一
日

石
川
県
制
度
金
融

石
川
県
制
度
金
融�
石
川
県
制
度
金
融

石
川
県
制
度
金
融�
石
川
県
制
度
金
融�

〜
平
成
十
五
年
度
主
な
改
正
に
つ
い
て
〜�

経
済
産
業
省
は
、事
業
者
に
よ
る

化
学
物
質
の
自
主
的
な
管
理
の
改

善
を
促
進
し
、環
境
へ
の
汚
染
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、化
学
物
質
安

全
デ
ー
タ
シ
ー
ト（
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）の

提
供
、化
学
物
質
の
排
出
量
等
を
把

握（
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
）す
る
た
め
の
届
け

出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

対
象
事
業
者

Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
…
第
一
種
、第
二
種
指
定
化

学
物
質
及
び
そ
れ
ら
を

含
有
す
る
製
品
を
取
り

扱
う
全
て
の
事
業
者
。

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
…
製
造
業
等
二
十
三
業
種
、

常
用
雇
用
者
二
十
一
人

以
上
、
対
象
物
質
の
年

間
取
扱
量
が
一
ｔ
以
上

で
あ
る
事
業
者
。

詳
し
く
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/

policy/chem
ical_m

anagem
ent

提
供
・
届
出
し
て
ま
す
か
？

提
供
・
届
出
し
て
ま
す
か
？�

提
供
・
届
出
し
て
ま
す
か
？�

化
学
物
質

化
学
物
質�

化
学
物
質�

備えて安心　充実保障の�中小企業共済�中小企業共済�中小企業共済�
ケガのすべてに…傷害共済�
○　小さな掛け金で国内での仕事中及び日常生活のあらゆる場面のケガに適用できます。�
○　診療開始日１日目から適用でき、180日間保障します。�
○　従業員の福利厚生用の「傷害共済Ⅰ型」「傷害共済Ⅱ型」、契約者の家族全員を保障する「ファミリー型」があります。�

もうひとつの備え…ハンドル共済�
○　人身事故での見舞金や弔慰金など保障の適用外の出費を経営者に直接お支払いします。�

お問い合わせ・加入申し込みはお近くの商工会へ�

石川県中小企業共済協同組合�
石川県商工会連合会内　ＴＥＬ　076ー268ー7300
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最
優
秀
賞
に
お
酒
倶
楽
部
く
ぼ
で（
山
中
町
）�

平
成
十
四
年
度
い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
・
十
二
店
舗
を
表
彰

平
成
十
四
年
度
い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
・
十
二
店
舗
を
表
彰�

平
成
十
四
年
度
い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
・
十
二
店
舗
を
表
彰�
最
優
秀
賞
に
御
休
処
あ
ん
庵

最
優
秀
賞
に
御
休
処
あ
ん
庵
（
中
島
町
）

（
中
島
町
）�
最
優
秀
賞
に
御
休
処
あ
ん
庵

最
優
秀
賞
に
御
休
処
あ
ん
庵
（
中
島
町
）

（
中
島
町
）�
最
優
秀
賞
に
御
休
処
あ
ん
庵
（
中
島
町
）�

県
連
合
会
で
は
、
三
月
二
十
五
日
、
県
連
合
会
会
議
室
で
「
平
成

十
四
年
度
い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞
」の
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

こ
の
賞
は
、
石
川
県
内
の
商
工
会
地
区
に
あ
る
小
売
業
、
飲
食
業

並
び
に
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
中
小
店
の
中
か
ら
、
地
域
の
人
た
ち
の

要
望
に
応
え
て
、
魅
力
あ
る
店
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
力

し
て
い
る
お
店
を
顕
彰
す
る
制
度
で
、
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
審

査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
最
優
秀
賞
一
店
、
優
秀
賞
二
店
、

特
別
賞
二
店
、
奨
励
賞
七
店
を
表
彰
し
た
。

各
受
賞
店
は
、
今
月
号
及
び
来
月
号
で
順
次
紹
介
す
る
。

演
劇
の
町
中
島
に
、
能
登
演
劇

堂
を
望
ん
で
、
演
劇
堂
と
な
ら
ぶ

新
し
い
名
所
が
誕
生
し
た
。

「
和
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
店
内

外
を
「
和
文
化
」
で
包
み
込
み
豪

華
さ
の
中
に
「
侘わ

び
」
を
潜
ま
せ

た
「
御
休
処
あ
ん
庵
」
の
新
店
舗

で
あ
る
。

店
内
で
は
、
水
琴
窟

す
い
き
ん
く
つ

の
音
色
が

さ
わ
や
か
に
響
き
わ
た
り
、
雅
び

た
お
香
を
聞
い
て
い
る
と
、
ほ
の

か
に
お
茶
と
お
菓
子
の
香
り
も
漂

っ
て
き
て
食
欲
を
そ
そ
る
。
五
感

を
通
し
て
「
至
福
の
境
地
」
に
ひ

た
れ
る
得
難
い
場
所
の
一
つ
で
あ

る
。
鏡
を
は
め
込
ん
だ
二
階
の
部

屋
も
、
演
劇
に
打
ち
込
む
若
者
達

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

の
間
に
評
判
が
高
く
、
店
舗
と
し

て
の
機
能
を
重
視
し
な
が
ら
も
、

店
舗
の
域
を
越
え
て
、「
和
」
を

基
調
と
す
る
一
つ
の
総
合
文
化
を

創
造
し
た
貴
重
な
例
で
あ
る
。

「
最
優
秀
賞
」
の
名
に
恥
じ
な
い
。

最
優
秀
賞�

御
休
処

御
休
処
　あ
ん
庵

あ
ん
庵�

御
休
処
　あ
ん
庵�

中島町�

山
中
町
の
ゆ
げ
街
道
は
、緑
豊
か

な
公
園
風
の
広
い
道
路
だ
が
、そ
の

道
路
を
さ
し
は
さ
ん
で
両
側
に
和
風

洋
風
の
素
敵
な
店
舗
が
軒
を
列
ね
る
。

か
つ
て
ベ
ス
ト
店
賞
の
栄
誉
に

輝
い
た
店
も
多
く
、「
買
い
物
の
楽

し
さ
」を
実
感
で
き
る
優
れ
た
商
業

地
区
で
あ
る
。
そ
の
一
画
に
あ
っ

て
手
造
り
コ
ロ
ッ
ケ
と
高
級
和
牛

を
商
う
の
は
、
今
回
優
秀
賞
の
栄

に
輝
い
た
㈲
い
づ
み
や
で
あ
る
。

店
内
正
面
の
大
き
な
ガ
ラ
ス
越

し
に
、
清
潔
な
広
い
作
業
場
を
一

望
で
き
、
キ
ビ
キ
ビ
と
立
ち
働
く

調
理
員
達
を
眺
め
て
い
る
と
「
お

い
し
さ
の
秘
密
の
一
端
」
に
ふ
れ

た
感
じ
が
す
る
。

「
新
鮮
さ
」
と
「
便
利
さ
」
を

売
る
「
街
の
肉
屋
さ
ん
」
と
し
て

今
後
も
地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
続

け
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

「
人
・
結む
す

び
愛あ

い

」
を
テ
ー
マ
に
、

「
明
る
く
楽
し
く
夢
の
あ
る
店
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
そ
れ
に
成
功

し
た
の
が
、
シ
ャ
デ
ィ
ナ
カ
ガ
ワ

の
大
き
な
明
る
い
店
舗
で
あ
る
。

地
域
毎
に
微
妙
に
異
な
る「
冠
婚
葬

祭
」と
い
う
日
本
の
深
層
文
化
上
に

営
業
の
基
盤
を
置
き
、多
様
多
岐
に

わ
た
る
生
活
用
品
も
取
り
扱
う
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
域
を
は
る
か
に
越
え
た

地
域
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
店
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
て
市
場
の

情
報
を
探
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
注

す
る
。Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
実
現
し
た
ギ
フ
ト
の
範

ち
ゅ
う
を
は
る
か
に
越
え
る
生
活

支
援
型
の
顧
客
重
視
店
舗
で
あ
る
。

訪
れ
る
た
び
に「
新
た
な
発
見
の
喜

び
」を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、整
然

と
し
た
陳
列
の
内
に
多
数
の
夢
を

潜
ま
せ
た
未
来
型
の
店
舗
で
あ
る
。

野
々
市
町
下
林
の
新
興
住
宅
街

に
、最
近「
あ
っ
」と
驚
く
よ
う
な
寿

司
屋
さ
ん
が
誕
生
し
た
。「
多
く
の

人
々
に
、本
格
的
な
江
戸
前
寿
司
を

食
べ
て
い
た
だ
く
」を
テ
ー
マ
と
し

て
、全
国
か
ら
、こ
だ
わ
り
の
食
材

を
集
め
、東
京
仕
込
み
の
丁
寧
な
仕

事
を
通
じ
て
最
高
の
味
を
引
き
出

す
こ
と
に
生
命
い
の
ち

を
か
け
る
。

新
開
店
な
が
ら
、「
ふ
わ
っ
と

と
ろ
け
る
よ
う
な
穴
子
」
や
「
カ

ス
テ
ラ
の
よ
う
な
玉
子
焼
」
は
、

大
き
な
評
判
を
呼
び
、食
通
達
の

垂
涎

す
い
ぜ
ん

の
的
と
な
っ
て
い
る
。

駐
車
場
か
ら
店
内
カ
ウ
ン
タ

ー
、
ト
イ
レ
ま
で
、
体
の
不
自
由

な
人
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
全
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ

り
、
店
主
夫
妻
の
や
さ
し
い
心
根

を
表
す
、
当
店
の
す
ぐ
れ
た
特
長

の
一
つ
で
も
あ
る
。

優
秀
賞�

㈲
い
づ
み
や

㈲
い
づ
み
や�

㈲
い
づ
み
や�

山中町�

特
別
賞�

シ
ャ
デ
ィ
ナ
カ
ガ
ワ

シ
ャ
デ
ィ
ナ
カ
ガ
ワ�

シ
ャ
デ
ィ
ナ
カ
ガ
ワ�

志賀町�

奨
励
賞�

す
し
処

す
し
処
　め
く
み

め
く
み�

す
し
処
　め
く
み�

野々市町�
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能登空港開港記念事業組織委員会　TEL 076－225－1337�
（事務局：石川県企画開発部空港企画課内）�

能登空港開港記念事業地元推進委員会　TEL 0768－22－6572�
（事務局：能登空港活性化・利用促進経済協議会）�

お問い合わせ先�

開催期間　平成15年５月24日（土）～25日（日）�
　スカイスポーツの啓蒙・普及を目的に、スカイスポーツ団体が一堂に
集まり、その技を披露する我が国最大のスカイレジャーの祭典です。�

《イベント概要》�
●デモフライト：スカイダイビング、モータパラグライダー、マイクロ
ライト航空機、自作航空機、グライダー、模型飛行機、ヘリコプター
など�
●エアーショー：曲技飛行、飛行教室、模範演技ほか�
●体験・遊覧飛行：熱気球、人力パラグライダー、ヘリコプターなど�
●その他：各種航空機展示、工作教室など�

【お願い】�
　スカイ・レジャー・ジャパン'03イン能登の開催に伴い５月21日～
26日までの間、能登空港に小型飛行機、ヘリコプターなどが多数飛来い
たします。ご迷惑をおかけいたしますがよろしくお願い申し上げます。�
�
�
�
�
�
　模型ヘリコプターの操縦の妙技を競う世界大会として、約30の国と地
域の予選を勝ち抜いた選手による、２年に１度開催される世界選手権です。�

《世界選手権概要》�
●参加選手役員：約200人（世界の約30の国と地域が参加予定）�
●世界選手権：予選（４日間）および決勝（２日間）�
●ラジコンフライトショー：６月８日（日）�
�
�
�
　期間中、空港エプロンにおいて、能登の特産品・名産品の販売コーナ
ーや伝統工芸品の製作体験をはじめ、紙飛行機の製作教室、ステージイ
ベントなど盛りだくさんの企画が予定されております。�

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
斬
新

な
発
想
に
基
づ
く
新
し
い
タ
イ
プ

の
寿
司
屋
さ
ん
と
言
え
よ
う
。

美
川
町
浜
町
の「
御
料
理
こ
め
や
」

は
、「
居
酒
屋
以
上
割
烹
未
満
」を
コ

ン
セ
プ
ト
と
す
る
不
思
議
な
料
理

屋
さ
ん
で
あ
る
。新
鮮
な
食
材
と
巧

み
な
調
理
技
術
に
加
え
て
、風
格
の

あ
る
建
物
や
調
度
は
ま
さ
し
く「
割

烹
の
そ
れ
」で
あ
り
、価
格
は
疑
い

も
な
く「
居
酒
屋
な
み
」で
あ
る
。

顧
客
の
心
を
読
み
と
っ
た
顧
客
重

視
型
の
営
業
方
針
は
、多
く
の
フ
ァ

ン
を
引
き
つ
け
、毎
日
灯
点

ひ
と
も

し
頃
と

も
な
る
と
、さ
ん
ざ
め
き
が
絶
え
な

い
。
二
階
に
し
つ
ら
え
た
和
室
は
、

家
族
連
れ
や
、小
グ
ル
ー
プ
で
の
利

用
に
よ
く
、一
度
訪
れ
る
と
、二
度

三
度
と
訪
れ
て
み
た
く
な
る
「
本

格
派
の
居
酒
屋
」
で
あ
る
。

ヤ
マ
ダ
フ
ォ
ト
は
、
根
上
町
の

新
商
店
街「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
根
上
」

の
中
心
部
に
位
置
す
る
近
代
的
な

写
真
店
で
あ
る
。
機
材
販
売
や
撮

影
と
い
う「
並
の
商
い
」だ
け
で
な

く
、メ
デ
ィ
ア
・
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
等
か
ら

の
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
も
す
ぐ
に

で
き
る
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
修
正
や

古
い
写
真
の
修
正
な
ど
新
し
い
技

術
を
駆
使
す
る
こ
と
も
得
意
中
の

得
意
と
す
る
。
持
て
る
技
術
の
粋

を
集
め
て
作
成
し
た
手
造
り
ア
ル

バ
ム
等
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
、

顧
客
の
間
で
評
判
が
高
い
。
松
井

選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
合
わ
せ

て
、
新
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

い
う
方
針
も
地
域
密
着
度
の
高
さ

を
示
す
も
の
で
あ
り
、新
商
業
集
積

全
体
に
対
す
る
高
い
評
価
と
相
ま

っ
て
、地
域
一
番
の
写
真
店
で
あ
る

こ
と
を
疑
う
者
は
誰
も
い
な
い
。

奨
励
賞�

御
料
理

御
料
理
　こ
め
や

こ
め
や�

御
料
理
　こ
め
や�

美川町�

奨
励
賞�

ヤ
マ
ダ
フ
ォ
ト

ヤ
マ
ダ
フ
ォ
ト�

ヤ
マ
ダ
フ
ォ
ト�

根上町�
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広
く
営
業
網
の
拡
充
を
重
ね
て
来
た
。

永
年
、
営
業
に
携
わ
っ
て
い
る

う
ち
に
顧
客
に
満
足
し
て
喜
ん
で

い
た
だ
き
、
信
頼
さ
れ
る
企
業
創

り
を
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
五

十
五
才
を
契
機
に
地
元
に
戻
っ
て
、

念
願
の
独
立
を
果
た
し
た
。

本
社
を
平
成
五
年
に
金
沢
市
疋

田
に
置
い
た
が
、
事
業
拡
大
に
伴

っ
て
平
成
九
年
十
月
に
現
在
地
の

津
幡
町
旭
山
工
業
団
地
へ
と
移
転

し
た
の
で
あ
る
。

三
ク
イ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
特
徴

│
よ
り
美
し
く
、
よ
り
簡
単
に
、
よ
り

経
済
的
に
、
よ
り
耐
久
性
が
高
い
│

同
社
主
力
製
品
の
ク
イ
ッ
ク
シ

ー
ト
は
、
原
図
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
描
き
、
表
示
さ
れ
た
通
り
に
、

ロ
ー
ル
状
の
原
反
を
プ
レ
ス
で
打

ち
抜
い
て
、
品
目
に
よ
っ
て
は
、

ガ
ラ
ス
を
加
え
る
な
ど
の
表
面
加

工
を
施
し
て
完
成
さ
せ
る
。
数
種

類
の
異
な
っ
た
色
彩
の
打
ち
抜
き

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

カ
ラ
フ
ル
な
図
形
を
描
く
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
施
工
す
る
路
面
に

よ
っ
て
、
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
圧

着
さ
せ
る
貼
付
方
式
と
、
バ
ー
ナ

ー
で
加
熱
溶
融
し
て
接
着
さ
せ
る

探�探�訪�訪� 32

舗装空間と立体空間の�
コーディネーター�

サンコー企画株式会社：津幡町�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
商
工
会
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

き
る
の
で
、
多
色
化
も
可
能
で
あ

る
。
簡
単
に
貼
れ
て
は
が
れ
に
く

く
、
仕
上
が
り
が
き
れ
い
で
、
厚

味
を
も
つ
た
め
、耐
久
性
も
高
い
。

施
工
業
界
が
永
年
待
ち
望
ん
だ
製

品
で
あ
り
、開
発
と
同
時
に「
オ
ー

ト
マ
ン（
作
業
者
）の
助
っ
人
」と
し

て
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

二
素
晴
ら
し
き
リ
ト
ル

カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
て

│
創
業
の
経
緯
│

同
社
社
長
、谷
龍
男
氏
は
、も
と

も
と
は
石
川
県
の
出
身
な
が
ら
、静

岡
県
の
あ
る
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

に
勤
務
し
て
い
た
。し
か
し
四
十
一

才
を
前
に
し
て「
自
分
は
大
企
業
で

組
織
の
一
つ
の
歯
車
で
過
ご
す
よ

り
、小
さ
な
企
業
で
自
分
を
生
か
し

た
い
」と
の
思
い
か
ら
、創
立
後
わ

ず
か
六
月
余
り
の
従
業
員
六
名
の

土
木
建
材
商
社
に
転
職
、三
年
後
道

路
標
示
用
塗
料
の
生
産
販
売
部
門

を
開
設
し
、北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、

溶
融
方
式
を
使
い
わ
け
る
。
そ
れ

ぞ
れ
に
ガ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
を
組
み
込

ん
で
反
射
さ
せ
る
「
高
輝
度
反
射

シ
ー
ト
」
や
、
表
面
が
特
殊
な
す

べ
り
止
め
層
で
構
成
さ
れ
る
「
す

べ
り
止
め
シ
ー
ト
」
な
ど
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
い
ず
れ
の

方
式
も
耐
磨
耗
性
に
す
ぐ
れ
、
従

来
の
工
法
に
較
べ
て
耐
久
性
が
格

段
に
向
上
し
た
。

ま
た
、
立
体
面
へ
の
施
工
も
可

能
で
あ
り
、
店
舗
や
公
共
施
設
の

美
観
向
上
や
伝
達
事
項
の
表
示
等

に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
納

期
に
つ
い
て
は
、
規
格
品
及
び
少

ロ
ッ
ト
の
規
格
品
外
に
お
い
て
も

即
日
納
品
を
可
能
に
し
、
全
国
施

工
会
社
の
納
期
も
施
工
日
必
着
体

制
を
確
立
、
ス
ピ
ー
ド
と
い
う
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

四
未
来
へ
向
け
て

│
店
舗
メ
ン
テ
等
の
事
業
化
│

同
社
製
品
は
、公
共
事
業
向
け
が

主
力
で
あ
り
、
全
国
の
施
工
業
者

一
五
〇
〇
社
の
う
ち
、す
で
に
八
九

〇
社
へ
継
続
的
に
納
入
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、自
社
で
も
公
共
事
業
を

主
力
と
し
た
施
工
部
門
を
有
し
て

い
る
が
、昨
年
創
立
十
周
年
を
期
に

今
後
の
発
展
の
鍵
は
民
需
に
あ
る

と
の
方
針
か
ら
地
場
に
密
着
し
た

北
陸
事
業
部
を
新
設
し
た
。店
舗
壁

面
へ
の
施
工
や
、駐
車
場
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
補
修
、更
に
は
車
止
め
の
設

置
な
ど
を
、「
店
舗
メ
ン
テ
」と
名
付

け
て
ひ
と
く
く
り
に
し
、多
様
な
製

品
の
開
発
と
施
工
に
取
り
組
ん
で

い
る
。ま
た
、環
境
管
理
に
も
力
を

入
れ
、「
廃
棄
物
ゼ
ロ
」を
目
指
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
も
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

官
公
需
、
民
需
に
対
応
し
て
、

新
し
い
分
野
に
挑
戦
し
、
次
々
と

新
製
品
を
生
み
出
し
て
い
く
同
社

の
積
極
的
な
経
営
姿
勢
は
、
日
本

経
済
再
生
へ
向
け
て
の
中
小
企
業

の
新
た
な
取
り
組
み
の
方
向
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
年
二
月
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
。
限
り

な
い
顧
客
信
頼
を
求
め
続
け
る
こ

と
を
企
業
理
念
と
し
て
い
る
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

サ
ン
コ
ー
企
画
株
式
会
社

〒
九
二
九
―
〇
四
四
七

石
川
県
河
北
郡
津
幡
町

旭
山
一
一
―
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六
―
二
八
九
―
六
六
三
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
六
―
二
八
九
―
六
六
三
七

http://w
w
w
.sanko-kikaku.com

e-m
ailsanko-p@

sanko-kikaku.com

社長の谷龍男氏

横断歩道用シート

道路標示

一
道
路
標
示
業
界
の
福
音

│
オ
ー
ト
マ
ン
の
助
っ
人
│

道
路
標
示
施
工
業
界
で
は
、サ
ン

コ
ー
企
画
㈱
が
製
造
す
る
ク
イ
ッ

ク
シ
ー
ト
に
対
し
て
評
価
が
高
い
。

今
ま
で
は
、文
字
や
図
形
を
路
面

に
直
接
ペ
ン
キ
で
描
い
て
い
た
た

め
、施
工
時
間
が
長
く
交
通
量
の
多

い
道
路
で
は
、
時
に
危
険
を
感
ず

る
こ
と
も
あ
っ
た
。し
か
し
、ク
イ

ッ
ク
シ
ー
ト
は
、予
め
工
場
で
打
ち

抜
い
て
現
場
に
持
ち
込
み
貼
り
つ

け
る
と
い
う
方
法
を
と
る
た
め
施

工
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
安

全
性
も
高
い
。色
別
に
シ
ー
ト
を
打

ち
抜
き
、組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
で


